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研究成果の概要（和文）：3年間にわたる研究期間を通じて、アレクセイ・レーミゾフとパリの亡命ロシア文化に関し
て様々な視点から検討を深められた。レーミゾフが、自らが掲載されているとして1924年の自著で言及した「日本の雑
誌」の詳細について解明し、レーミゾフおよびロシア・モダニズムの日本における受容とあわせて論文として発表する
と同時に、レーミゾフの視覚芸術（ポートレート、カリカチュア）観を明らかにした。さらに、これまでに未解明であ
った戦間期の亡命ロシアと亡命ポーランドのコミュニティ間の交流について、亡命ポーランド作家・画家ユゼフ・チャ
プスキに着目し調査を開始、調査の経過を2013年日本ロシア文学会で発表した。

研究成果の概要（英文）：For the past three years I have examined the interaction between the literary 
texts and the visual arts of Aleksej Remizov in the context of Russian Emigre Culture.　I closely 
examined (1) the acceptance of Russian Modernism in Japan, (2) Caricature of/about Remizov, (3) 
interaction between Remizov and a Polish Emigre artist J. Czapski. The research achievements were 
published in academic journals in Japanese, English and Russian.

研究分野：ロシア文学、ポーランド文学

キーワード： ロシア文学　亡命文化　視覚芸術　アレクセイ・レーミゾフ
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１．研究開始当初の背景 
 
 
（1）アレクセイ・レーミゾフは、亡命先の
パリで文学作品出版の機会を完全に奪われ
た際、画業によって糊口をしのいだ。「書く」
ことと「描く」こととは、行為として切り離
せないゆえに、作家が画家である例は多い。
この「書く」と「描く」という両行為を、カ
リグラフィーとドローイングによって「絵入
りアルバム」というジャンルに統合し、独自
の美的様式に発展させたのがレーミゾフで
あるが、近年、文学と視覚芸術の両面から研
究される必要が高まっている。レーミゾフに
特化した国内の先行研究は唯一、渕上克司
『剪り取られた眼で』（国書刊行会、1992）
があるが、ソ連時代に黙殺されていた亡命作
家について、日本国内で入手可能な資料のみ
を参照した一面的研究であった。アーカイヴ
調査を行った美術研究者ジュリア・フリード
マンが初めて作家の画業を中心に扱ったモ
ノグラフを出版したが（2011年）、これは美
学に特化したもので、文学への目配りがなく、
テクスト中の絵の機能や関係にも言及して
いない点で包括性に欠けるという問題点が
あった。 
 
（2）ペレストロイカ後に始まった亡命文化
の再評価に伴い、レーミゾフの文学研究の成
果が増える一方、画業研究には検討すべき課
題が山積している。レーミゾフの視覚芸術は
その文学とともに、19世紀末ロシアや 20世
紀初頭ヨーロッパの芸術潮流、戦間期の社会
的状況、亡命者を取り巻く文化的環境等と密
接に結びながら発展してきた。従って、レー
ミゾフの視覚芸術を同時代的文脈で捉える
ことは研究上必須であるが、今のところこう
した研究は皆無に等しい。これは先述したよ
うに資料入手の困難に起因するが、その他に
も、一般に文学研究と視覚芸術研究は個別に
行われていること、文学研究者が個別の国の
事情に専心する傾向があり、レーミゾフ研究
においてもその事情が顕著であることによ
る。 
 
 
２．研究の目的 
 
 
レーミゾフと親交のあった亡命ロシア人、及
び非ロシア人をキーパーソンとして取りあ
げ、作品・書簡・日記・回想等を検討し、（1）
同時代の芸術潮流におけるレーミゾフの位
置づけを明らかにすること、（2）亡命ロシア
文化におけるテクストと視覚芸術の関係に
ついて独自的視点を提供することを目的と
するが、このうち、亡命ポーランド人画家ユ
ゼフ・チャプスキとの交流はレーミゾフ研究
では未着手のテーマであり、レーミゾフ研究
ばかりか、亡命ロシア文化研究にとっても独

創的視点を提示できると確信する。 
 
３．研究の方法 
 
 
レーミゾフの言語芸術研究と視覚芸術研究
は、とくに後者が新しいテーマであることも
あり、これまで個別に行われてきた。しかし、
本研究は両者の境界的ジャンルを扱うこと
から、これらを同時並行的に検討する。 
 
（1）レーミゾフ研究：レーミゾフの亡命後
のテクスト分析を継続する。および、レーミ
ゾフの視覚芸術の技法の変遷、及びテクスト
と絵の機能を明らかにするため、これまでの
アーカイヴ調査のまとめ、および、未見のア
ーカイヴ調査を行い、成果を順次まとめる。 
 
（2）亡命ロシア文化研究：1920 年代以降の
パリの亡命ロシアにおける視覚芸術を検討、
レーミゾフを同時代の文化史的文脈に位置
付ける。また、同時代パリの亡命ポーラン
ドのコミュニティについても調査、影響関
係を調べる。 
 
４．研究成果 
 
 
3 年間にわたる研究期間を通じて、アレクセ
イ・レーミゾフとパリの亡命ロシア文化に関
して様々な視点から検討を深められた。 
 
（1）レーミゾフが、自らが掲載されている
として 1924 年の自著で言及した「日本の雑
誌」について、長らくその存在すら疑問視さ
れてきたが、この雑誌の詳細について解明し、
論文として発表した。論文発表に先立ち、ロ
シア文学研究所（ロシア、サンクト・ペテル
ブルグ）所属のエレーナ・オバトニナ氏に分
析結果を連絡しており、氏の監修によるレー
ミゾフ著書の注釈に注として引用されてい
る（2012 年、ロシア語）。調査はその後も継
続し、さらに詳細を付加してセルビアのスラ
ヴ学研究所雑誌に投稿、査読を経て掲載が決
定している（2015 年）。 
また、この調査の過程で、レーミゾフおよび
ロシア・モダニズムの日本における受容に関
して、ロシア人日本学者のセルゲイ・エリセ
ーエフの果たした役割について新事実を発
掘した。この事実も含めて、レーミゾフの視
覚芸術（ポートレート、カリカチュア）観を
明らかにする論文として発表した。 
 
（2）これまでに未解明であった戦間期の亡
命ロシアと亡命ポーランドのコミュニティ
間の交流について、レーミゾフと亡命ポーラ
ンド作家・画家ユゼフ・チャプスキに着目し
調査を開始した。両者の関係に関する調査の
経過を 2013 年日本ロシア文学会全国大会
（於・東京大学）で発表した。コロンビア大



学でのアーカイヴ調査によってさらに両者
の新資料を入手し、現在、分析を進めるとと
もに、結果の刊行準備中である。筆者は亡命
ロシア文化研究を継続するが、今後、同スラ
ヴ語圏のポーランド文化との関連づけをテ
ーマに加えて研究を進めていく予定である。
亡命ロシア文化研究が世界的に盛り上がり
を見せる中、これを亡命ポーランド文化研究
との関連付けることは、国内外のロシアおよ
びポーランド研究に対しきわめてインパク
トのある学際的な研究結果を期待できる。 
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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 Proceedings of the International Confe

rence dedicated to the 70th Anniversary 
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②小椋 彩、『シベリアのレッスン』：ドキュ
メンタリーフィルムとポーランドの「小さな
祖国」、映像の中の冷戦後世界 ロシア・ド
イツ・東欧研究とフィルムアーカイブ、査読
無、1巻、2013、97-109 
 
③小椋 彩、作家の戯画 ――『クークハ』と
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